
田
市
長
、
山
田
収
入
役
ら
が
、
 

締
役
が
出
席
し
協
定
書
の
調
印
 

本
市
に
、
第
十
一
一
番
目の
誘
致
企
業
と
し
て
婦
人
服
製
造
の

株
式
会
社
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス
が
立
地
す
る
こ
と
に
な

り
四
月
二
十
一
一
日
、市
長
公
室
に
お
い
て
エ
場
立
地
に
関
す
る

協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

調
印
式
に
は
、
市
側
か
ら
森
 

会
社
側
か
ら
鈴
木
和
雄
代
表
取
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
 
「企
業
誘
致
は

当
市
が
最
大
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
地
域
経
済
活

性
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
「」
 

熱払‘ 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

9
月
か
ら
操
業
開
始
 

雇
用
拡
大
の

期
待
古
向
ま
る
 

婦
人
服
縫
製
工
場
の
進
出
決
定
ノ
 

しが’わら 
発行 五所川原市 ― 

9 037 

青森県五所川原市字岩木町12 

廿 O173 - ⑩2111ff 
編 集 総務部秘書企画課

印 刷 嚇北斗ォプセット 

市の人口 総数51,320人（男24,510・女26,810）世帯数15,028 (3 月31日現在） 
	

（毎月2 回 1日・15日発行） 

森田市長（右）に協定書を手渡す鈴木和雄代表取締役（左） 

れ
に
応
え
て
鈴
木
社
長
は
 
「よ

い
労
働
環
境
を
つ
く
り
、
地
元

の
経
済
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス

は
、
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
囲
の

系
列
会
社
で
あ
り
、
市
内
大
字

広
田
字
柳
沼
一
一
六
番
地
の
ー
ー
 

に
工
場
を
開
設
す
る
も
の
で
、
 

地
元
か
ら
七
十
五
名

（男
子
五

名
・
女
子
七
十
名
）
を
新
規
採

用
し
、
九
月
三
日
か
ら
操
業
開

始
の
予
定
で
す
。
 

同
社
の
主
力
製
品
は
、
婦
人

服
の
縫
製
加
工
で
、
年
商
二
億

五
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

な
お
、
工
場
開
設
に
伴
う
社

員
募
集
は
五
月
二
十
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
五
所
川
原

公
共
職
業
安
定
所

（
か
国
一
一

七
一
番
）
、市
商
工
観
光
課

（
廿

⑩
二

一
一
番
内線
一
天
〇
番

）
 

ま
た
は
、
囲
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン

（
。
⑩
二
一
一
六
番
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

わたくしたちの先人は、不焼不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

島 い視野に立って西北津軽の人々と協調1 
、 し、郷土の限りない発展を願って、こ

肱 こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ〈ります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

0平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ〈ります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ〈ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ〈ります 

平成元年 
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g記
ゆ
む
臼
宙
号
関
 

灘
縛
熱
，春
の
ク
リ
・
ン
作
戦
を実
施
 

平成元年（1989年）5 月1日 

市民に火の用心を呼びかけパレードする
チビッ子消防士たち 

平山消防長から辞令を受ける一日婦人消防官」 

総
 
鷺
無
鯉
 

春
の
火
災
予
防
運
動
三
日
目

の
四
月
十
一
百
、
幼
年
消
防
ク

ラ
プ
の
子
供
達
と
一
日
婦
人
消

防
官
の
三
人
が
、
市
内
を
パ
レ
 

ー
ド
し
て
市
民
に
チ
ラ
シ
と
花

の
種
を
配
り
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
七
和
、
聖
心
、
 

広
田
な
ど
八
の
ク
ラ
ブ
か
ら
約

三
百
人
の
チ
ビ
ッ
コ
消
防
士
が

参
加
。
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
も

勇
ま
し
く
 
「火
の
用
心
」
と
か

わ
い
い
声
で
一
生
懸命
に
防
火

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
地
域
防
 
 

災
協
会

（
飛
嶋」（
英
会長
）
や

消
防
本
部
と
と
も
に
行
わ
れた

も
の
で
す
。
 

ま
た
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
 

「
一
日
婦
人消
防
官
」
 
の
委嘱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
は
、山
下
郁
美
さ
ん
 

（
中一11デ
パ
ー
ト
）
、高
橋
英
子

さ
ん
（
丸
中
五
所
川
原
中
央
水

産
）
、三
浦
ま
り
子
さ
ん
（
七
和

農
協
）
の
三
人
が
委
嘱
さ
れ
、
 

同
パ
レ
ー
ド
の
先
頭
に
立
ち
市

民
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
は
、
中
高
層
建
築
物
等
 
 

の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
、
救

助
、
救
急
訓
練
及
び
消
防
施
設

の
点
検
な
どを
行
い
、
市
民
の

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。
 

ま
た
、
運
動
期
間
中
に
結
婚

さ
れ
た
六
カ
ッ
プ
ル
に
、
地
域

防
災
協
会
か
ら
消
火
器
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
火
災
予
防
運
動
最

終
日
の
十
六
日
に
は
飯
詰
で
七

棟
を
全
半
焼
す
る
火
災
が
発
生

し
、
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
づ
ける
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
今
年
も
四
月
二
十

一
日
か
ら
 
「春
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
民
と
行
政
が
協

力
し
て
側
溝
な
ど
の
ゴ
ミ
や
泥
 
 

を
収
集
し
て
住
み
よ
い
き
れ
い

な
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
町
内

会
連
合
会
、
同
環
境
整
備
委
員

会
、
市
な
ど
が
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
初
日
の
午前

九
時
、
森
田
市
長
を
は
じ
め
、
 

気
田
勝
治
町
内
会
連
合
会
長
と

同
役
員
、
土
木
事
務
所
や
市
の

職
員
な
ど
合
わ
せ
て
約
三
十
人

と
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
や
ダ
ン

プ
カ
ー
な
ど
の
車
両
六
台
が
旧

ロ
ー
タ
リ
ー
に
集
合
し
ま
し
た
。
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施
に
先
立

っ
て
森
田
市
長
が
「
活
力
と
と

も
に
あ
ず
ま
し
い
清
潔
で
き
れ

い
な
ま
ち
を
築
く
た
め
に
、
市

民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

そ
の
後
、
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
を

中
心
に
国
道
三
三
九
号
を
栄
町

ま
で
と
敷
島
町
踏
切
ま
で
の
一
一

班
に
別
れ
、
約
二
時
間
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
区
間
だ
け
で
ダ
ン
プ
十

台
分
の
ゴ
ミ
や
泥
を
収
集
し
ま

し
た
。
 

同
作
戦
は
、
四
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

クI)ーン作戦初日、気田町内会連合会長とともにゴミや泥の収集
作業をする森田市長 
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安
全
で
あ
ず

ま
し

い
 

地
域
づ

く
り
を

ノ
●
 

ー
春
の
防

犯
運
動
始
ま
る

ー
 

目
ぐ
8
6畿
渡
藷
1
 

青
森
職
業
訓
繍
短
期
犬
学
校
 

、
・
r
一
 

I
  ～高めよう交通マナー・広めよう安全マインド～ 

I 交 通マナー・アップ青森’89  
,
 

・実施期間 平成元年4月 1 日～10月31日 
・運動の重点 E若者のニ輪者事故防止 2 飲酒・暴走運転の追放 3 高齢者の交通事故防止 

五所川原警察署・五所川原市交通事故防止対策本部 

鵬
 
ビ
』
‘
 

工
 

（ス
ロ
ー
ガ
ン
）
 

庁
 

①
纂
力
の
追
放

を
 

の
盗
難
の
防
止

顕
 
郵

せ
い
剤
の

の
長
 

追
放
 

騒

9
年
非
行
の
 

導
浪
 
防

止
 

獄

U
黒
質
経
済
事

防
長
 
犯
に
よ

る
被
 

害
防
止
 

揚
を
訴
え
ま
し
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
 

（
辻茂
校
長
）
で
四
月
十
日
、
 

平
成
元
年
度
生
の
入
学
式
が
、
 

学
生
と
父
母
、
来
賓
、
学
校
関

係
者
な
ど
約
三
百
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
辻
校
長
が
、機
械
シ

ス
テ
ム
系
二
十七
人
、
電
子

・

情
報
シ
ス
テ
ム
系
三
十
八
人
、
 

設
備
制
御
シ
ス
テ
ム
系
十
八
人

の
合
わ
せ
て
八
十
三
人
（
う
ち

女
子
ト
二
人
）
の
入
学
を
認
定
 
 し

た
後
、「精
技
と
究
理
の
本校

の
教
育
理
念
の
も
と
、
高
い
教

養
と
専
門
技
術
を
学
び
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
く
と

れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
県
知
事
代
理
の

上
山
忠
男
商
工
労
働
部
次
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
後
、
森
田
市
長

が
 
「本
校
は
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
優
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
 
 

養
成
す
る
教
育
機
関と
し
て
、
 

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
工
業
技

術
教
育
の
中
核
と
し
て
絶
大
な

る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

理
想
を
高
く
掲
げ
、
た
く
ま
し

く
前
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
新
入
生
を
代
表
して

設
備
制
御
シ
ス
テ
ム
系
の
関伊

佐
緒
さ
ん
が
 
「本校
の
教
育
方

針
に
従
い
、学
業
に
専
念
し
、確

か
な
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
」
 

と
宣
誓
し
て
式
を
終
わり
ま
し

た
。
 

同
校
は
、
昭
和
六
十
三
年度

に
本
館
建
物
の
増
改
築
、
ス
ー
 

パ
ー
ミ
ニ
コ
ン
、
c
A
D/
C
 

A
Mシ
ス
テ
ム
の
導
入
等大
幅

な
教
育
、
研
究
設
備
の
充
実
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

学
科
に
わ
た
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
制
御
、
ニ
ュ

ー
メ
デ

ィ
ア
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利

用
技
術
を
適
切
に
カ
リ
キ
ュ
ー
フ

ム
に
組
み
込
む
等
、
二
十
一
世

紀
を
担
う
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ァ
育

成
を
目
指
す
同
校
に
は大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 

春
の
防
犯
運
動
が
四
月
二
十

一
日
か
ら始
ま
り
ま
し
た
。
期

間
は
五
月
二
十
日
ま
で
の
ー
か

月
間
。
 

防
犯
運
動
の
初
日
、
五
所
川

原
地
区
防
犯
協
会
で
は
、
防
犯

指
導
隊
視
閲
式
を
行
い
、車
で

パ
レ
ー
ド
し
運
動
の
推
進
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
防
犯
指
導
隊
、
 

防
犯
婦
人
部
、
少
年
非
行
防
止

協
力
員
な
ど
約
百
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

川
浪
豊
登
五
所川
原
地
区
防

犯
協
会
副
会
長
、
工
藤
忠
男
五

所
川
原
警
察
署
長
が
防
犯
指
導
 
 

隊
を
査
察
し
た
後
、
川
浪
副
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
工
藤
署
長
が

激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
福
士
孝
一
五
所

川
原
地
区
防
犯
指
導
隊
長
が
 

「犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
」
と
決
意
表
明
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
森
田
市
長
が
「
こ

の
運
動
を
契
機
と
し
て
、
安
全

で
あ
ず
ま
し
い
平
和
な
地
域
づ

く
り
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
・了

と
あ
い
さ
つ
を
述
べま
し
た
。
 

続
い
て
、
車
で
市
内
を
パ
レ
 

ー
ド
、
市
民
に
防
犯
意
識
の
高
 

誓いのことばを述べる新入生代表の関伊佐緒さん 
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市
内
寺
町
一
の
五
 

O
圏
一
六
〇
六
番
 

医
療
の
奉
仕
者
と
し
て
第
一
歩
 

市
立
高
等
看
護
学
院
で
入
学
式
 

（
行政
相

談
委
口
貝
は
 

身
近
な
相
談
相
手
で
す
 

シン／マ茅三z 言 

市
立
高
等
看
護
学
院
（
学
院

長
・
山形
明
義
西
北
中
央
病
院

副
院
長
）
の
平
成
元
年度
入
学

式
が
四
月
十
五
日
、
同
学
院
で

関
係
者
約
百
五
十
名
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、山
形
学
院
長
が
「自

分
と
い
う
も
の
を
立
派
に築
き

上
げ
る
心
が
ま
え
を
忘
れ
ず
、
 

人
間
研
究
の
意
義
を
十
分
認
識
 
 

し
、あ
せ
ら
ず
、ゆ
っ
く
り
と
一

歩

一
歩
前
進
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、森
田
市
長
が
「皆

さ
ん
が
自
ら
選
ん
だ
医
療
の
奉

仕
者
と
し
て
の
道
を
青
春
を
か

け
て
ま
い
進
し
、
人
間
と
し
て

の
思
い
や
り
、
た
く
ま
し
さ
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

県
環
境
保
健
部
長代
理
の
中
村

良
助
五
所
川
原
保
健
所
次
長
と

川
浪
重
次
郎
市
議
会
議
長
が
、
 

ま
た
上
級
生
を代
表
し
て
三
年

の
小
林
真
澄
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
入
学
生
を
代
表
し

て
岡
元
和
佳
さ
ん
が
「皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
人
間
と
し
て
、
 

ま
た
、
看
護
者
と
し
て
豊
か
に

成
長
す
る
た
め
に
、学
生
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
精

進
し
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
同
学
院
に
は
看
護

婦
（
士
）
を
め
ざ
し
て
三
十
五

人

（
う
ち男
子
五
人
）
が
そ
の

第

一
歩
を踏
み
出
し
ま
し
た
。
 

同
学
院
は
、
総
合
病
院
で
あ

る
市
立
西
北
中
央病
院
を
実
習

の
場
に
、
秀
れ
た
教
師
陣
を
擁

し
、
学
理
と
実
習
を
組
織
的
、
 

一
体
的に
行
う
こ
と
が
で
き
る

西
北
五
唯
一
の
看護
婦
（
士
）
 

養
成
施
設
で
、
入
学
生
は
今
後

三
年
間
、
国
家
試
験
合
格
を
め

ざ
し
学
び
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で

行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
苦

情
や
要
望
、
意
見
が
あ
っ
た
と

き
、
も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相

手
に
な
る
の
が
行
政
相
談
委
員

で
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
や
電

話
、
手
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

内
容
は
行
政
に
関
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
よ
く
、
 

相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員

は
、
秘
密
を
守
っ
て
親
切
に
お
 
 世

話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
 

市
の
行
政
相
談
委員
 

、
⑨川
村
昌
子
さ
ん
（
歯
僕
）
 

市
内
敷
島
町
一
の
四
 

廿
⑩
二
五
一
九
番
 

⑨
稲
葉
忠
司
さ
ん
（
商
業）
 

有
緑

管
 

四
月
二
十
九
日

ん
 
か
ら

五
月
五
日

結
 

ま
で
「
市
民
さ
 

く
ら
ま
つ
り
」
 

の
主
会
場
と
な

る
こ
と
か
ら
、
 

同
社
が
日
ご
ろ

市
民
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
お
礼

に
と
清
掃
奉
仕

を
行
っ
た
も
の
 
 

☆
行
政
相
談
所
 

▽
相
談
日
 
毎
週
木
曜
日
（
午

前
十
時
、
午
後
三
時
ま
で
）
 

▽
場
所
 
市民
相
談
室

（
●
⑩

一
：
一
一
番内
線
二
八
一
番
）
 

工
 
の
み
な
さ
ん
 

で
す
。
 

こ
の
日
は
、
バ
キ
ュ
ー
ム
ダ

ン
パ
ー
で
水
と
ド
ロ
を
吸
い
上

げ
、
高
圧
洗
浄
車
で洗
浄
す
る

な
ど
、
約
五
時
間
に
わ
た
る
作

業
を
終
え
ま
し
た
。
 

こ
の
清
掃
奉仕
に
対
し
市
観

光
協
会
で
は
 
「き
れ
い
な
環
境

で
市
民
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催

で
き
る
こ
と
に大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
」
 
と
語
って
い
ま
し
 

た
。
 

入学生を代表して誓いのことばを述べる岡元和佳さん 

園
緑
管
工
（
今幸
子
代
表
取
 
の
清
掃
奉

仕
を
行
い
、
市
民
か
 

締
役
）
で
は
四
月
十
日
、
柳
町
 
ら
喜
ば

れ
ま
し
た
。
 

児
童
公
園
内
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
 
こ

れ
は
、
同
公
園
の
周
辺
が
 

清掃奉仕する緑管工の皆さ 

柳
町

町
旧
ル
血
里
ハ
ム
田困
左
」
注
月
日
個
末
＋
什
」
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声鱗・「ミFミー 素「” 三響‘ 護響一 護事戸 雄夢「 j十 

計量器（はかり）の定期検査 
商店、農業経営者などで計量器を使用してい

る方は、年 1 回の定期検査を必ず受けてくださ’ 

し、一 

く注意事項＞ 

①検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査料 

（種類によって異なる） をご持参ください。 

②検査を受けない計量器は使用することができ 

ません。 

③通知書記載の期日に検査を受けられない方は、 

他の場所でも受けられます。 

④期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市八ツ役字芦谷廿O177⑩8555番）で受検し

なけれ,ばなりません 

実 施 期 日 実 施 場 所 

5月22日（月） 

1O:OO---12:OO 
毘沙門・長富コミュニテ
イーセンタ― 

13:0O-14:3& 
コミュニテイーセンタ―
飯詰 

5月23日因 10: O0-15】 00 
五所川原市農業協同組合
三好支所 

5月24日困 

1o:OO----11こ 3O 
コミュニテイーセンタ―
中川 

13: oo--i5】 00 津軽中央農業協同組合吹
畑支所 

5月25日困 

10: o0~ii: 30 
五所川原市農業協同組合
栄支所 

13: OO-14: 00 
梅沢コミュニテイーセン
ター 

5月26日団 

10: O0-11: 30 
コミュニテイーセンター 
長橋 

13:O0-44:0O 
コミュニテイーセンター 
七和 

5月29日（月） 10: 00~is: 00 中央集会所 
（上平井町「日郵便局跡） 

5月30日因 10: OO---15: 00 同 	上 

5月31日困 10: O0-15】 00 五所川原市民文化会館 

6月1日困 10: 00'15: 00 同 	上 

朝市の開設ぎ‘式 
新鮮な野菜、魚などを市価より安く皆さんの 

食卓に提供しようという恒例の朝市です。 

D 開設期間 5 月15日～11月30日 

D開設時間 午前4 時～ 7 日寺 

＞開設場所 市庁舎前お祭り広場 

※出店希望の方は 「朝市の会」 （代表村本J責志 

”電3)8786番）へお申し込みください。 

現園尋閣（！乏） 
受9(I奮i申匪］眠巨）(5、販弓 

児童手当は、家庭生活の安定と次代を担う児

童の健全な育成・資質の向上を図るために支給

されます。 手当を受けるためには、受給申請が

必要です。 まだ手当の支給を受けていない （新

規）方は申請手続きをしてください。 

レ受給資格者 

小学校入学前の児童を含で：」・18歳未満の児童

を 2 人」こよ上養育しており、収入がー定の額未

満の方。 なお、 自分のお子さんでなくても、 

その児童を監護し、一定の生計関係があれば

受給できる場合があります。 

ン児童手当の額 

2 番目の児童には月額2,500円、3 番目以降

の児童には、1 人につき月額5,000円が小学校

の入学まで支給されます。 

レ申請の際に必要なもの 

(1）印かん 

(2）年金加入証明書（厚生年金保険などの加入

者は事業主の証明が必要ですー用紙は市民

課にあります） 

(3）保険証 

(4）支払希望金融機関の名称と口座番号 

(5)月行尋証明書（本年1 月1 日に他の市町村に

住所を有していた場合は、前住所地におけ

る前年の所得証明書が必要です。 ただし、 

1 月から’5 月までの月分については前々年

をいいます） 

※その他詳しいことは、市民課（，⑩2 111番内

線262番）へどうぞ。 

レ場所 県弘前合同庁舎 2 階（廿0172（③④）6009番） 

レ受付時間 祝祭日を除く月～金曜日までの毎

日午前 9 時～正午・午後1 時～ 3 時50分 

レ業務の内容 新規パスポートの申請受付及び

交付。（紛失等によるパスポートの再発行、指

名訂正、渡航先の追加、査証欄の増補等の手

続事務は、従来どおり県庁の旅券窓口で行い

ます。） 

※注意 県庁旅券窓口は、 5 月以降毎月第 2 ・

第 4 土曜日が休みとなります。 

、 

「弘前地区旅券発給窓口の1 ' 
~ 	開設について 	~ 
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I
 

くらしと趣味の教室 
〔 勤労青少年ホーム ） 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

勤労青少年（15歳～30歳までの人） 

レ受講料 無料 

レ期間 育f「期 5 月23日～ 7 月29日 

後期 9 月19日～12月 2 日 

レ受講時間 午後6 時30分～ 8 時30分 

レ申し込み締切 5 月20日 （土） まて冬 

レ申し込み先 勤労青少年ホーム（"（④）3602番） 

募集内容 

曜日 教 室 名 定員 回数 内 	容 

火
  

料 	理 15 10 和・洋・中華など 

陶 	芸 12 10 焼 物 の 基 本 

茶 	道 10 10 お茶の基本（裏千家） 

水
  

ュ：．アロビクス 30 10 
やさしく踊れる基本 

社交ダンス 30 10 

木
  

生 	け 	花 15 10 小 原 流 

ボールペン字 10 10 実用ボールペン字 

着 	付 10 10 着こなしのポイント 

金 組 	ひ 	も 10 10 各種基本から完成まで 

※エアロビクスは、前後期の募集はなく、 いつ

でも自由に入講できます。(5 月23日～11月16 

日まて、） 

バレーボール部員募集 
ン対象 バレーボールが好きな家庭婦人である

こと。（初心者歓迎） 

ン場所 市民体育館 

）練習日 毎週木曜日 （午後 7 時～ 9 時）ただ

し、 5 月は19日 （金）25日 （木）です。 

レ連絡先 五所川原ャングクラプ佐々木和子さ

ん（市内雛田か⑩0343番）=＝午後 6 時以降一

へどうぞ。 

市民自然観察会 
レ期日 5 月14日 （日） 

レ会場 飯詰味口曾ケ沢野鳥の村（家） 

レ講師 日本野鳥の会々員、津軽植物の会々員 

レ参加料 無料（ただし、バス利用者はバス代 

として一 600円） 

レ主催 市教育委員会 

ン申し込み 5 月11日までに教育委員会社会教 

育課（ft③5)2 111番 内線248番）ヘ 

レその他 

1 ．市民文化会館から 9時にバスが出ます。 

2 ．直接会場へ集合される方は、午前 9 時30分 

み施な⑩載冒’IL 驚 
今、何かを始めてみませんか 

レ期間 5 月末～ 12月ごろ（年 1 5101) 
レ内容 健康、豊かな人生、 レク I)エーション、 

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

習します。 

レ受講料 無料（ただし、実費は必要です） 

レ申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、 

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。（希望教室は一人で一教

室です） 

レ申し込み締切 5 月 10日 （各教室とも先着

順で定員になり次第締め切りとなります） 

※お申し込みやお問い合わせは、市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7 か（図〉6056番）へどうぞ。 

募集内容 

教室名 曜日 時 	間 定員 講 師 名 

茶 	道 水
  

0
:
 

一
D
  

午
前
 

01
 
0
2
  

0
  

20 
裏干一家 
浜田 宗近先生 

生 	花 木
  

10: 00- 
12:00 20 週

渋
 
眺

谷
 
ン

」
 

ノ
、
 

先
 
生
 

生 	花 水
  

io:oo- 
12:00 30 

小原流 
鰐田 和子先生 

料 	理 木
  

10: 00- 
12:00 30 山 本 淳先生 

洋 	裁 土
  

10:30- 
12:00 

何名
でも 

野呂三枝子先生 

着 	付 金
  

10:00- 
12:00 30 鶴谷公美子先生 

ちぎり絵 木
  

10:00--- 
12:00 20 神 貴美子先生 

コーヒ一 日
『
 
 

9: 30.-
11:00 20 小栗山隆志先生 

書 	道 水
  

io:oo- 
12:00 25 

束奥書道 
時田 智子先生 

スポーッ 火
  

10: 00-
12:00 60 藤田 妙子先生 

ダ ン ス 木
  

9】 30- 
11:30 30 田沢 俊一先生 

簾手芸 火
  

10:00- 
12:00 20 藤森 せっ先生 

日本舞踊 金
  

10:00- 
12:00 

何名
でも 

藤間 綾彩先生 

野鳥の村オープン 
で‘、、；ンこ、jノ、I、ーノ二亡でい一I一、、× 」ゾ，、マ‘らーン‘い P いに iにさ

まて二に集合してーください。 

3. 昼食、筆記用具、長靴をご持参ください。 

4 ．雨天の場合は野鳥の家で実施します。 

5 ．観察は、野鳥と野草に分かれて同時に行な

いますからどちらか一方に参加することに

なります。 

6 ． お申し込みの際 「バス利用の有無」 と 「雀見

察種目」 をお知らせください。 

※ 「野鳥の家」 は、 9 月30日まで開放します

ので、学校、団体、家族等で自然観察、 レ

クリエーショ ンの場にご利用ください。 
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社団法人五所川原青年会議所 

含目目早園倉園口会 

 

Jcからのメッセージ 

 

  

  

講 師 丸 山 浩 路先生 
ピアノ 小 泉 源兵衛さん 

人生のパスボートそれは感動！! 
ー愛するエネルギーあふれていますかー 

熱い工ネルギー、そしてユーモア感覚あふれる

こ語って唄ってこ こ聞いて見てこの魅せる世界 

レとき 5月24日（水） 6時30分開場 7時開演 

レ場所 五所川原市民文化会館 

レ主催 （社）五所川原青年会議所 TEL闘4049 

>入場無料 

「ー  
被害にあったら 

現場はそのまま110番 

五所川原警察署 
	 」 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

晴
れ
る
日
の
天
上
大
風
か
ら
す
の
巣
 

前
田
 
水
馬

鶏
鳴
と
野
火
あ
き
ら
か
に
父
の
村
 

成
田
 
千
空

吾
子
遠
し
海
に
な
だ
た
る
野
火
煙
 

三
上
 
北
人

童
ら
に
畦
が
近
み
ち
野
火
日
和
 

敦
賀
 
晴
川

履
き
馴
れ
て
下
駄
に
左
右
あ
り
春
の
月
 

尾
崎
 
泉
草

春
愁
や
赤
さ
こ
ぼ
し
て
実
千
両
 

増
田
木
亘
子

野
火
煽
る
山
は
雲
の
根
絶
ち
き
れ
ず
 

山
内
 
清
祐
 

,F 

句 

生活講座受講生募集 

く働く婦人の家） 
レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

婦人 

＞受講料 無料（材料費は本人負担） 

l＞受講期間 5 月18日～ 7 月22日 

ン受講時間 午後6 時30分～ 8 時30分 

レ申し込み受付 平日…午前8 時30分～午後4 
時45分、土曜日…午前 8 時30分～正午 

ン申し込み先 市働く婦人の家（廿⑩8898番） 

募集内容 

旦裾日 教室名 回数 人員 内 	 容 

月
  

書 	道 10 20 漢字、 かなの基礎 

日本舞踊 10 15 基本から踊りの楽し
さを 

組 ひ も 6 14 基本から完成ま・で 

火 
エ一アロ 

ビクス 10 20 美容と健康とシエイ
プアッフ戸(30歳以上） 

木 料 	理 8 32 栄養のバランスのと
れた家庭米斗理の実習 

金
  

英 会 話 11 40 海外旅行て折愛立っ英
会話 

※各講座とも定員になり次第締切ります。 

I 
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ミニドックを受けよう 
市では40歳以上の市民を対象に成人病の早期

発見、早期治療を目的としたミニドックを実施

しています。 対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてーください。 

レ実施期間 平成 2 年 2 月末日まて各 

レ実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み日寺に J三了知らせいたします。 

レ対象者 昭和25年3月31日までトに生まれた方。 

レ受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支所窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交付を受け、希望する医療機関

で受診してください。 

ン受診料 」継」上 

r レ診査項目 問診、身体測定、血圧測定、心電

図、尿検査、貧血検査、肝機能検査。 

⑥実施医療機関名 

江 渡 医 院・ ・田辺胃腸科外科医院

小 笠 原 内 科 医 院・ ・対馬内科小児科医院

兼平内科小児科医院・ ・冨田胃腸科内科医院

川崎胃腸科内科医院・ ・中 村 内 科 医 院

木 村 内 科 医 院・ ・中村整形外科病院

健生病院五所川原診療所・ ・永田小児科内科医院

佐藤仁外科胃腸科医院・ ・白生会胃腸病院

佐藤内科小児科医院 復 明 堂 医 院

荘 司 内 科 医 院 増 田 病 院

白戸胃腸科外科医院 三 好 診 療 所

清水胃腸科外科医院 森 田 診 療 所

西 北 中 央 病 院・ ・森内科小児科医院 
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8月・11月の年3回
収集 し ま す 

レ第 1回目は5月 18日 （第3木曜日） 

旧町内、湊、湊団地、みどり町、松島町、若

葉の各地区 

ン 5 月 25日（第4木曜日） 

七和、梅沢、長橋、栄、松島、飯詰、毘沙門、 

長富、中川、三好の各地区 

レ出せる物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、ベッ ト、 

タンス、 イス、机、 テーブル、 ジュータン、 

空ドラム缶、 タタミなど 

レ出せない物 リャカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タィャ、廃油、有害薬品類

※粗大ゴミを出す方は、収集日の 2 日前までに

市衛生課（"（⑩2 111番内線269番）へご連

絡ください。 出す品物には必ず名札をつけて

出してください。 

子宮がん検診のお知らせ 
レ対象者 市内に居住する 30歳以上の婦人 

レ持参するもの 健康保険証、健康手帳 

ン受診者負担 1 ,000[月（ただし、五所川原市 

国民健康保険加入者、70歳以上の方、生活保 

護世帯、市民税非課税の方は無＊＋一申し込み 

の際証明書を提出してください） 

1．集団検診（個別検診を受診された方は受診で 

きません） 

D検診内容 子宮がん、乳がん、甲状腺セッ ト 

レ実施期間 9 月一13、14、21、22、27、28、29日 

10月一3、4、5、6、11、12、13日の14日間 

※申込方法等は、後日広報でお知らせします。 

2.f固別検診 

ン検診内容 子宮がんのみ 

レ実施期間 平成 2 年 2 月末日まて各 

レ受診方法 市の指定する産婦人科の窓口で申 

し込みと同時に受診してください。 

※指定医療機関 川村産婦人科医院、斎藤産婦 

人科医院、吉田産婦人科医院、森田診療所 

胃がん検診のお知らせ 
月 	［ョ 対 	象 	」也 	Iズ 

5 月 9 日
一一12日 七 和 地 区 

5 月13日 松 島 団 土lIl 

5 月16日 八重菊、栄町、田町、蓮沼、不魚
住、元町、柳町、新町、岩木町 

5 月17日 錦町、”は嵩町、岩木町、寺町、 
本町 

5 月18日 
新町、本町、布屋町、東町、 
大町、旭町 

5 月19日 
小曲、柏原町、末広町、芭蕉、 
幾島町、新宮町、敷島町 

5 月20日 
鳥森、一ッ谷、鎌谷町、弥生町
田町、下り枝、吟秋田 

5 月23日 
上平井町、中平井町、下平井町
雛田、幾世森、敷島町、若葉 1 
丁目、 3 丁目 

5 月24 ~ 1 
~25 I I 栄 地 区 
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飯詰地区（下岩崎含む） 

5 月30I I 
一-6IJ1 H 三 好 土也 区 

6 月 2 H 1昌沙 門 地 区 

6 月 3 日 梅 沢 地 区 

6 月13日 
-44日 中 川 地区 

6 月15日 
~ 16日 長 橋地 区 

6 月17日 
若葉（ 1~3）、末広町、 
新宮町 

※この検診は 3 月6 日～16日までに申し込まれ

た方のみ対象となります。 
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